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SPring-8/SACLA 通信

JASRI スタッフによる開発研究成果の発信
～ SPring-8/SACLA 利用研究成果集 Section C について ～

公益財団法人高輝度光科学研究センター
八木　直人

1. はじめに
　共用ビームラインにおける開発研究の現状を、
SPring-8／SACLA 利 用 研 究 成 果 集 第3巻1号 の
Section C で公表しました。共用ビームラインの活
用に役立てていただければと思います。

（http://user.spring8.or.jp/resrep/）
　以下に公表の経緯を説明します。

2. JASRI の役割と施設利用
　公益財団法人高輝度光科学研究センター（JASRI）
は、文部科学省によって登録施設利用促進機関（登
録機関）として登録され、SPring-8および SACLA
の利用促進業務を行う機関として選定されていま
す。この登録機関 JASRI の役割の一つに、SPring-8
と SACLA の利用技術の開発があります。これに
は SPring-8や SACLA の放射光ビームを利用した
実験が必須です。しかし一方で登録機関は課題選定
業務も行うため、公平性のためにその施設利用に
は一定の制限が設けられています。これを定めて
いるのは、「特定先端大型研究施設の共用の促進に
関する法律」（共用法）の第12条で、登録機関が文
部科学大臣の認可を経て調査研究その他の目的で
SPring-8や SACLA を利用できる旨が定められてい

ます。JASRI は毎期（半年）ごとにこの申請を行っ
て、SPring-8では総利用時間（ビームを利用実験に
使用できる時間）の20％、SACLA では15％を上限
として認可されています。実際に JASRI スタッフ
が使用しているビームタイムは、図1に示している
ように SPring-8で12％ 程度、SACLA でも12％ 程
度です。
　これらの JASRI スタッフによるビーム利用は、
その内容を報告する義務があるため、成果公開型の
利用研究課題という形を取っており、「12条課題」
と呼んでいます。12条課題の約半数は、利用研究
課題審査委員会（PRC）によって他の共同利用課題
と同じ手続きで選定されたもので、残りは JASRI
の部門長、室長の承認下で高度化・調整ビームタイ
ムを利用して実施されるインハウス課題です。高度
化・調整ビームタイムとは、SPring-8の共用ビー
ムラインのビームタイムのうち PRC が割り当てて
いない部分で、利用研究課題に共通のビームライン
調整（分光器の調整や検出器の校正など）と成果専
有時期指定課題の実施が主な目的ですが、余裕があ
れば JASRI の調査研究も実施しています。高度化・
調整枠には SPring-8では総ビームタイムの20％が
割り当てられています。これは上記の12条課題の
上限20％と混同されがちですが、数値は同じでも
全く異なる意味を持っています。
　JASRI スタッフによる SPring-8と SACLA の利用
は、（1）放射光共用施設の技術的検討や利用技術の
開発に資する調査研究、（2）放射光利用研究分野の
開拓に資する調査研究、（3）利用者のニーズ、社会
的要請に基づく新たな放射光利用方法の検討等に資
する調査研究、の3つのカテゴリーに分けられてい
ますが、これらはどれも一般利用者の利用実験と密
接に結びついた研究活動です。これらの利用の成果
については、登録機関利用研究活動評価委員会（委
員長：東京大学 雨宮先生）による評価が平成25年図1　JASRI スタッフによるビームタイム使用
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度に行われ、内容については高く評価されています［1］。
しかしその一方で、JASRI による研究開発は利用者
が利用することで初めて価値を持つにも関わらず、
その内容が利用者に十分伝えられていないという点
も指摘されました。同様の指摘は他の評価委員会で
もなされており［2］、JASRI が研究開発を行う重要性
とともに、その成果を利用者に周知することの重要
性が指摘されています。

3. 利用研究成果集 Section C について
　JASRI スタッフが行う調査研究の成果には学術論
文として発表可能なものもあり、これらは各種学術
雑誌に投稿し掲載するよう務めています。その一方
で、実験技術開発や機器の改良、試行実験などの結
果には、学術論文としては発表しにくいものもあり
ます。しかし、学術的な意義はともかくとして、共
用ビームラインにおいてどのような技術開発・高度
化活動が行われているかを利用者の方々に知ってい
ただくことは、ビームラインを活用していただくた
めに重要と思われます。
　SPring-8／SACLA 利用研究成果集は、平成25年
に、SPring-8や SACLA の研究成果を広く公開し、
社会に還元する目的で発刊された査読付き論文集
で、当初から技術開発成果を取り上げる Section C
が設けられています。そこで、各共用ビームライン
における開発研究の現状と成果を、年に一度まとめ
て利用研究成果集 Section C で公表することにしま
した。査読付き学術雑誌にふさわしいレベルの原稿
を各ビームラインで作成し、投稿後レフェリー審
査を経て、平成27年2月発行の第3巻第1号に、全
26共用ビームラインの原稿が掲載されました。今
年は初めてということもあって、各ビームラインの
スペックも合わせて掲載しました。利用者の方々に
は、共用ビームラインの活用に役立てていただけれ
ばと思います。
　今後も継続的に共用ビームラインにおける開発状
況を利用研究成果集 Section C に掲載していく方針
です。課題申請時にどのような装置や実験技術が利
用可能であるかなど、多くの情報を含んでおります
ので、ぜひ課題申請前にご一読をお願い致します。
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